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日
本
全
土
の
浅
い
沼
、
流
れ
の
ゆ
る
い
堰
、
湿
地
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
、
草
質
は
比
較
的
柔
ら
か
で
す
。
地
下
に
走
出
枝
を

出
し
、
小
さ
な
球
茎
を
つ
け

ま
す
。
茎
の
高
さ
は
20
〜
80

�
、
葉
は
根
生
す
る
矢
尻
形

で
、
長
さ
は
10
〜
20
�
く
ら

い
、
裏
面
の
葉
脈
は
隆
起
し

ま
す
。
８
月
こ
ろ
、
高
さ
20

〜
80
�
の
直
立
す
る
花
茎
を

出
し
、
花
弁
３
個
の
円
形
の

白
色
花
を
輪
生
さ
せ
ま
す
。

花
は
上
部
に
雄
花
、
下
部
に

雌
花
が
つ
き
ま
す
。
和
名
は

「
面
高
」
で
、
葉
の
形
が
人

面
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
で

つ
い
た
と
い
い
ま
す
が
、
こ

ん
な
顔
の
人
は
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

1� 成分献血（役場前）
2� 下郷分校閉校記念式典
3� 文化の日

大火防止訓練
紅葉まつり新そばフェア
紅葉カップパークゴルフ大会

4� 振替休日
5� 予防接種（個人・三混）
6� 機能訓練教室
7� 浅利香津代舞台公演

「霜月の宴」（町民体育館）
9� 連合PTA研究集会（有鄰館）
12� 乳幼児健診

食生活改善講習会
14� 予防接種（個別・日本脳炎）
15� 八塩小学校創立20周年記念

式典
19� 予防接種（個別・麻疹）

ことぶき大学
20� 新庁舎・合同竣工式

町功労者表彰式
21� 機能訓練教室
23� 勤労感謝の日

在京宿小・大琴小会
26�　フレッシュ教室
30� フランス鴨ワインパーティ

（有鄰館）

東
由
利�

オ
モ
ダ
カ（

オ
モ
ダ
カ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
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〇
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八
四
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六
九
・
二
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三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
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間
印
刷
所

NO.213

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
重
一
さ
ん
（
鳥
海
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
野
馨
さ
ん（
島
）、
高
橋
強
さ
ん（
須
郷
）、

煙
山
ヒ
ロ
子
さ
ん
・
高
橋
茂
子
さ
ん
（
千

畑
町
民
話
の
会
）、
本
荘
東
由
利
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

今月はスポーツの秋ということでスポーツについて一
言。「swim to smile！ 泳いだ先には笑顔がある」。これは
水泳の長崎宏子さんがモットーとする言葉です。選手時代、
周囲に期待され、試合に勝つために泳いでいた長崎さんは、
「swim to smile」の大切さに気づき、改めて泳ぐことの楽
しさを知ったとのこと。昔から運動が苦手で、スポーツな
んか辛くて苦しいものと決めつけていた私は、この話を聞
いてなんだかとても嬉しくなりました。大切なのは人のた
めでも勝ち負けでもなく、自分なりに納得して心の底から
スポーツを楽しめること。スポーツに限らず、仕事でも勉
強でもこの気持ちがあれば人生がもっと充実したものにな
るのかもしれません。（菅）

「家の裏の畑に行ったら、こんな珍しいナスが

なっていたのです」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
届
出
）

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

９
／28
嶽
石
　
　
斉
さ
ん
（
48
）
勝
　
哉
･
子
・
五
海
保

10
／６
高
橋
ハ
ツ
ミ
さ
ん
（
81
）

･
母
・
蔵（
東
光
苑
）

10
／17
鈴
木
　
　
實
さ
ん
（
75
）
キ
　
エ
･
夫
・
袖
　
山

読者からの投稿
投稿者　大琴　佐々木　文　子さん

勤労感謝の日（11月23日）
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町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
新
田
清
氏

（
六
十
歳
・
本
荘
市
）
が
、
町
代
表
監
査

委
員
に
畠
山
卓
三
氏
（
六
十
七
歳
・
袖
山
）

が
十
月
一
日
付
け
で
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。

新
田
氏
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
今
年

三
月
ま
で
三
十
二
年
間
に
わ
た
り
教
職
に

就
か
れ
、
こ
の
間
、
東
由
利
中
学
校
教
頭
、

鳥
海
町
立
川
内
中
学
校
長
、
鳥
海
町
立
鳥

海
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

畠
山
氏
は
、
平
成
三
年
か
ら
十
年
間
に

わ
た
り
町
教
育
委
員
と
し
て
本
町
の
教
育

振
興
に
尽
力
。ま
た
、現
在
は
秋
田
地
方
裁

判
所
・
家
庭
裁
判
所
、
本
荘
簡
易
裁
判
所

調
停
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

畠　山　卓　三 氏
（袖山・67歳）

新　田　　　清 氏
（本荘市・60歳）

教
育
長
に
新
田
氏
、

代
表
監
査
委
員
に
畠
山
氏
が
就
任

第
八
回
議
会
臨
時
会
が
十
月
二
十
四
日

に
招
集
さ
れ
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
施
行
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
三
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
財
産
（
全
庁
型
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
）
の
取
得

▼
全
庁
型
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
／
契

約
金
額
・
七
百
八
十
四
万
三
千
五
百

円
／
株
式
会
社
北
都
情
報
シ
ス
テ
ム

ズ
（
秋
田
市
）

■
平
成
十
四
年
発
生
農
地
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
施
行

平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
か
ら
十
六
日

に
発
生
し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
に
よ
る

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
施
行

を
決
め
た
も
の
。

▼
災
害
個
所
六
カ
所
（
田
・
二
、
水
路
・

二
、
道
路
・
一
、
畑
・
一
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ

八
千
五
百
三
十
二
万
三
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
五
十
一
億
二
千
八

百
五
十
二
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。

追
加
と
な
っ
た
歳
出
補
正
予
算
の
内

訳
は
次
の
と
お
り
。

▼
台
山
線
歩
道
設
置
工
事
請
負
費
九

百
万
円
▼
豪
雨
災
害
復
旧
費
（
六
カ

所
）
千
四
百
五
十
六
万
八
千
円
▼
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
（
九
カ
所
）
五
千
三

百
七
十
六
万
七
千
円

災
害
復
旧
事
業
の
施
行
を
可
決

第8回議会臨時会
― 10月24日招集―

役
場
庁
舎
建
築
工
事
は
、
十
一
月
二
十

日
の
竣
工
式
に
向
け
て
、
床
張
り
、
清
掃

等
最
後
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
外

部
で
は
、
舗
装
工
事
・
芝
生
張
り
な
ど
の

外
構
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

正
面
玄
関
前
に
は
、「
東
由
利
町
役
場
」

と
彫
ら
れ
た
館
名
石
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
石
は
、
岩
手
県
室
根
村
産
で
、

幅
が
約
二
�
三
十
�
、
奥
行
き
が
約
七
十

�
、
重
さ
は
約
五
�
の
白
御
影
石
で
す
。

半
楕
円
形
の
石
か
ら
切
っ
た
部
分
を
四

角
に
加
工
し
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
と
呼
ば

れ
る
工
法
で
文
字
を
彫
っ
た
も
の
で
す
。

残
さ
れ
た
部
分
は
原
石
の
ま
ま
利
用
し
、

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
「
館
名
石
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
庁
舎
建
設
室
で
は
「
館
名
石
が
設
置

さ
れ
、
内
部
も
仕
上
げ
に
入
り
、
い
よ
い

よ
最
終
段
階
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
場
と

連
携
し
、
竣
工
式
を
迎
え
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

庁舎建築工事

東由利町役場

「館名石」設置

中山間地域等直接支払制度
13年度実績をお知らせします
集落協定数 118

区　　分

急　傾　斜

緩　傾　斜

合　　計

対象面積 交 付 金

2,279,758㎡

7,565,108㎡

9,844,866㎡

47,874,918円

60,520,864円

108,395,782円

農地の多面的機能の増進等に力を入れております。
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町功労者選考委員会が10月11日に開かれ、平成14年度町功労者に笹本幸氏（蔵）、

小番　平氏（家ノ下）、畑山良一氏（下小路）の三氏、平成14年度まちづくり奨

励賞に故鈴木龍太郎氏（秋田市）がそれぞれ選ばれました。

表彰式は11月20日、健康増進センターで行われます。

町
政
の
進
展
に
功
績

畑
山
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
二
十

余
年
に
わ
た
り
東
由
利
町
に
奉
職
し
、
う

ち
八
年
間
、
産
業
課
長
と
し
て
黒
毛
和
種

の
導
入
や
出
羽
丘
陵
開
発
事
業
の
計
画
策

定
な
ど
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十

九
年
に
は
助
役
に
選
任
さ
れ
、
由
利
子
牛

の
生
産
地
と
し
て
の
確
か
な
基
礎
を
築
く

と
共
に
、
工
場
誘
致
や
林
業
振
興
に
も
尽

力
さ
れ
、
東
由
利
町
の
産
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
バ
ス
停
留
所
な
ど
の
清
掃
を
十

年
以
上
続
け
て
お
り
、
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
振
興
に
尽
力

鈴
木
氏
は
町
畜
産
振
興
指
導
員
と
し
て

十
五
年
余
り
に
わ
た
っ
て
町
畜
産
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
畜
産
振
興
指
導
員
と
し
て
本
町
肉

用
牛
の
資
質
改
良
に
貢
献
し
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
へ
の
出
陳
指
導
な
ど
に
あ
た

ら
れ
、
輝
か
し
い
指
導
実
績
を
築
か
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
畜
産
農
家
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

肉
用
牛
産
肉
能
力
平
準
化
事
業
の
導
入
に

よ
る
優
良
子
牛
の
生
産
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
の
向
上
に
功
績

笹
本
氏
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
歯
科
医

院
を
開
業
後
、
今
日
ま
で
歯
科
診
療
一
途

に
従
事
さ
れ
、
僻
地
に
お
け
る
医
療
保
健

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
か
ら
は
東
由
利
村
立
蔵
・

宿
・
袖
山
小
学
校
、
玉
米
・
下
郷
中
学
校

の
学
校
歯
科
医
に
委
嘱
さ
れ
、
以
来
四
十

七
年
有
余
に
わ
た
っ
て
児
童
・
生
徒
の
虫

歯
治
療
や
予
防
活
動
を
積
極
的
に
行
い
学

校
保
健
の
向
上
に
尽
力
。
医
療
を
通
し
て

本
町
の
民
生
安
定
と
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
・
経
済
の
振
興
に
功
績

小
番
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
二
十

三
年
余
り
に
わ
た
り
、
東
由
利
町
商
工
会

副
会
長
・
会
長
と
し
て
、
町
の
商
工
業
の

発
展
伸
長
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
東
由
利
町
森
林

組
合
長
も
務
め
ら
れ
、
森
林
総
合
整
備
に

よ
る
除
伐
・
間
伐
の
促
進
と
乾
燥
材
導
入

な
ど
森
林
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
四
年
間
、

町
代
表
監
査
委
員
と
し
て
知
識
と
経
験
を

生
か
し
、
公
正
な
監
査
事
務
に
あ
た
ら
れ
、

行
政
の
適
正
化
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

畑　山　良　一 氏
（76歳・下小路）

小　番　　　平 氏
（78歳・家ノ下）

笹　本　　　幸 氏
（73歳・蔵）故 鈴　木　龍太郎 氏

（秋田市）

平成14年度
まちづくり奨励賞
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町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
新
田
清
氏

（
六
十
歳
・
本
荘
市
）
が
、
町
代
表
監
査

委
員
に
畠
山
卓
三
氏
（
六
十
七
歳
・
袖
山
）

が
十
月
一
日
付
け
で
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。

新
田
氏
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
今
年

三
月
ま
で
三
十
二
年
間
に
わ
た
り
教
職
に

就
か
れ
、
こ
の
間
、
東
由
利
中
学
校
教
頭
、

鳥
海
町
立
川
内
中
学
校
長
、
鳥
海
町
立
鳥

海
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

畠
山
氏
は
、
平
成
三
年
か
ら
十
年
間
に

わ
た
り
町
教
育
委
員
と
し
て
本
町
の
教
育

振
興
に
尽
力
。ま
た
、現
在
は
秋
田
地
方
裁

判
所
・
家
庭
裁
判
所
、
本
荘
簡
易
裁
判
所

調
停
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

畠　山　卓　三 氏
（袖山・67歳）

新　田　　　清 氏
（本荘市・60歳）

教
育
長
に
新
田
氏
、

代
表
監
査
委
員
に
畠
山
氏
が
就
任

第
八
回
議
会
臨
時
会
が
十
月
二
十
四
日

に
招
集
さ
れ
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
施
行
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
三
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
財
産
（
全
庁
型
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
）
の
取
得

▼
全
庁
型
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
／
契

約
金
額
・
七
百
八
十
四
万
三
千
五
百

円
／
株
式
会
社
北
都
情
報
シ
ス
テ
ム

ズ
（
秋
田
市
）

■
平
成
十
四
年
発
生
農
地
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
施
行

平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
か
ら
十
六
日

に
発
生
し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
に
よ
る

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
施
行

を
決
め
た
も
の
。

▼
災
害
個
所
六
カ
所
（
田
・
二
、
水
路
・

二
、
道
路
・
一
、
畑
・
一
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ

八
千
五
百
三
十
二
万
三
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
五
十
一
億
二
千
八

百
五
十
二
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。

追
加
と
な
っ
た
歳
出
補
正
予
算
の
内

訳
は
次
の
と
お
り
。

▼
台
山
線
歩
道
設
置
工
事
請
負
費
九

百
万
円
▼
豪
雨
災
害
復
旧
費
（
六
カ

所
）
千
四
百
五
十
六
万
八
千
円
▼
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
（
九
カ
所
）
五
千
三

百
七
十
六
万
七
千
円

災
害
復
旧
事
業
の
施
行
を
可
決
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役
場
庁
舎
建
築
工
事
は
、
十
一
月
二
十

日
の
竣
工
式
に
向
け
て
、
床
張
り
、
清
掃

等
最
後
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
外

部
で
は
、
舗
装
工
事
・
芝
生
張
り
な
ど
の

外
構
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

正
面
玄
関
前
に
は
、「
東
由
利
町
役
場
」

と
彫
ら
れ
た
館
名
石
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
石
は
、
岩
手
県
室
根
村
産
で
、

幅
が
約
二
�
三
十
�
、
奥
行
き
が
約
七
十

�
、
重
さ
は
約
五
�
の
白
御
影
石
で
す
。

半
楕
円
形
の
石
か
ら
切
っ
た
部
分
を
四

角
に
加
工
し
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
と
呼
ば

れ
る
工
法
で
文
字
を
彫
っ
た
も
の
で
す
。

残
さ
れ
た
部
分
は
原
石
の
ま
ま
利
用
し
、

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
「
館
名
石
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
庁
舎
建
設
室
で
は
「
館
名
石
が
設
置

さ
れ
、
内
部
も
仕
上
げ
に
入
り
、
い
よ
い

よ
最
終
段
階
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
場
と

連
携
し
、
竣
工
式
を
迎
え
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

庁舎建築工事

東由利町役場

「館名石」設置

中山間地域等直接支払制度
13年度実績をお知らせします
集落協定数 118

区　　分

急　傾　斜

緩　傾　斜

合　　計

対象面積 交 付 金

2,279,758㎡

7,565,108㎡

9,844,866㎡

47,874,918円

60,520,864円

108,395,782円

農地の多面的機能の増進等に力を入れております。

14.11.1 広報ひがしゆり　2

町功労者選考委員会が10月11日に開かれ、平成14年度町功労者に笹本幸氏（蔵）、

小番　平氏（家ノ下）、畑山良一氏（下小路）の三氏、平成14年度まちづくり奨

励賞に故鈴木龍太郎氏（秋田市）がそれぞれ選ばれました。

表彰式は11月20日、健康増進センターで行われます。

町
政
の
進
展
に
功
績

畑
山
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
二
十

余
年
に
わ
た
り
東
由
利
町
に
奉
職
し
、
う

ち
八
年
間
、
産
業
課
長
と
し
て
黒
毛
和
種

の
導
入
や
出
羽
丘
陵
開
発
事
業
の
計
画
策

定
な
ど
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十

九
年
に
は
助
役
に
選
任
さ
れ
、
由
利
子
牛

の
生
産
地
と
し
て
の
確
か
な
基
礎
を
築
く

と
共
に
、
工
場
誘
致
や
林
業
振
興
に
も
尽

力
さ
れ
、
東
由
利
町
の
産
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
バ
ス
停
留
所
な
ど
の
清
掃
を
十

年
以
上
続
け
て
お
り
、
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
振
興
に
尽
力

鈴
木
氏
は
町
畜
産
振
興
指
導
員
と
し
て

十
五
年
余
り
に
わ
た
っ
て
町
畜
産
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
畜
産
振
興
指
導
員
と
し
て
本
町
肉

用
牛
の
資
質
改
良
に
貢
献
し
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
へ
の
出
陳
指
導
な
ど
に
あ
た

ら
れ
、
輝
か
し
い
指
導
実
績
を
築
か
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
畜
産
農
家
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

肉
用
牛
産
肉
能
力
平
準
化
事
業
の
導
入
に

よ
る
優
良
子
牛
の
生
産
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
の
向
上
に
功
績

笹
本
氏
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
歯
科
医

院
を
開
業
後
、
今
日
ま
で
歯
科
診
療
一
途

に
従
事
さ
れ
、
僻
地
に
お
け
る
医
療
保
健

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
か
ら
は
東
由
利
村
立
蔵
・

宿
・
袖
山
小
学
校
、
玉
米
・
下
郷
中
学
校

の
学
校
歯
科
医
に
委
嘱
さ
れ
、
以
来
四
十

七
年
有
余
に
わ
た
っ
て
児
童
・
生
徒
の
虫

歯
治
療
や
予
防
活
動
を
積
極
的
に
行
い
学

校
保
健
の
向
上
に
尽
力
。
医
療
を
通
し
て

本
町
の
民
生
安
定
と
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
・
経
済
の
振
興
に
功
績

小
番
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
二
十

三
年
余
り
に
わ
た
り
、
東
由
利
町
商
工
会

副
会
長
・
会
長
と
し
て
、
町
の
商
工
業
の

発
展
伸
長
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
東
由
利
町
森
林

組
合
長
も
務
め
ら
れ
、
森
林
総
合
整
備
に

よ
る
除
伐
・
間
伐
の
促
進
と
乾
燥
材
導
入

な
ど
森
林
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
四
年
間
、

町
代
表
監
査
委
員
と
し
て
知
識
と
経
験
を

生
か
し
、
公
正
な
監
査
事
務
に
あ
た
ら
れ
、

行
政
の
適
正
化
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

畑　山　良　一 氏
（76歳・下小路）

小　番　　　平 氏
（78歳・家ノ下）

笹　本　　　幸 氏
（73歳・蔵）故 鈴　木　龍太郎 氏

（秋田市）

平成14年度
まちづくり奨励賞



こ
の
た
び
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
の

男
女
浴
室
に
挟
ま
れ
た
空
間
部
分
に
、
新

し
い
休
憩
室
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
休
憩
室
に
は
、
冷
暖
房
機
や
テ
レ

ビ
が
設
置
さ
れ
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
二
十
四
畳
の
和
室
で
す
。

休
憩
室
は
十
月
十
七
日
か
ら
使
用
さ
れ

て
お
り
、
利
用
客
か
ら
は
「
浴
室
か
ら
近

く
な
っ
て
、
便
利
に
な
っ
た
」
と
好
評
で

す
。
利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
室
料
は
大
人
三
百
円
、
小
人
百

五
十
円
で
す
。
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十
月
は
実
り
の
秋
で
あ
り
文
化
芸
術
の
秋
で

も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
充
実
し
た
講
演
会
や
感

動
の
音
楽
祭
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
実
り
の
秋

の
方
は
、
八
月
の
異
常
天
候
の
影
響
か
ら
出
来

秋
の
稲
作
を
心
配
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

カ
メ
ム
シ
被
害
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
緊

張
も
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
影
響
も

あ
り
一
等
米
比
率
が
八
十
�
前
後
と
い
わ
れ
て

お
り
、
反
収
も
平
年
作
前
後
か
と
心
配
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

十
六
日
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
で
も
あ
る
「
町

交
通
安
全
総
点
検
」
が
あ
り
ま
し
た
。
三
班
に

分
か
れ
て
蔵
・
老
方
・
舘
合
地
区
の
歩
道
を
歩

い
て
見
て
安
全
の
診
断
を
し
て
も
ら
う
と
い
う

事
業
で
あ
り
ま
す
。
私
は
老
方
班
に
入
れ
て

も
ら
い
車
椅
子
に
乗
っ
て
歩
道
を
歩
く
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
車
で
の
通
行

と
違
い
面
食
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
沢
山
の
指
摘
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
今

後
の
道
路
行
政
に
生
か
し
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
七
日
の
「
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
」
で

の
講
師
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
在
住
の
松
平
み
な
先

生
の
講
演
に
は
考
え
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。
故
郷

日
本
が
大
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

松
平
先
生
に
は
昨
年
度
か
ら
中
学
生
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
研
修
の
お
世
話
を
お
願

い
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
隣
の
由
利
町

で
は
十
年
に
も
及
ぶ
ご
指
導
と
交
流
を
し
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
今
回
も
そ
の
交
流
の
一
環
と

し
て
由
利
町
訪
問
の
際
に
我
が
町
ま
で
来
て
頂

き
講
演
を
お
願
い
し
た
こ
と
で
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
あ
れ
も
こ
れ
も
話
し
て
と
お
願

い
し
た
経
過
も
あ
り
、
先
生
に
も
聞
く
我
々
に

も
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
と
の
印
象
も
強
く
あ

り
ま
し
た
が
、
来
年
も
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
お
願

い
し
た
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
海
外

か
ら
見
て
日
本
人
の
国
と
い
う
も
の
に
対
す
る

考
え
方
の
甘
さ
に
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
る
と
い

う
お
話
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
で
し

た
。二

十
日
に
は
回
を
重
ね
十
回
に
も
な
り
ま
す

「
東
由
利
音
楽
祭
」
が
あ
り
ま
し
た
。
小
松
音

楽
兄
弟
を
顕
彰
し
て
の
音
楽
祭
で
あ
り
ま
す

が
、
毎
回
素
晴
ら
し
い
感
動
を
も
ら
え
る
音
楽

祭
で
も
あ
り
ま
す
。
当
初
か
ら
ご
指
導
を
頂
い

て
参
り
ま
し
た
豊
島
重
孝
先
生
の
お
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
で
す
が
、
今
回
を
期

に
ご
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
引
退
な
さ
れ

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ご
指
導
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
益
々
ご
健
勝
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
音

楽
祭
は
出
張
が
重
な
り
最
後
ま
で
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
学
三
年
生
の

合
唱
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
特
に
男
子
生
徒

の
歌
声
が
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

十
月
一
日
付
け
で
小
笠
原
諒
治
教
育
長
か
ら

新
田
清
教
育
長
に
、
ま
た
代
表
監
査
委
員
も
佐

藤
恒
悦
氏
か
ら
畠
山
卓
三
氏
に
替
わ
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
両
氏
の
ご
活
躍
と
前
任
者
で
あ
り
ま

し
た
小
笠
原
諒
治
先
生
と
佐
藤
恒
悦
氏
の
益
々

の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

二
十
六
日
庁
舎
建
築
記
念
の
植
樹
祭
に
は
身

内
に
不
幸
が
あ
り
参
加
で
き
ず
残
念
な
こ
と
で

し
た
が
、
良
い
天
気
の
中
で
の
植
樹
祭
が
で
き

良
か
っ
た
こ
と
で
す
。

鳥
海
山
に
は
初
雪
も
あ
り
ま
し
た
。
体
力
を

つ
け
て
冬
支
度
で
す
。

▲利用者に好評の休憩室

八
月
二
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
町
功
労

者
で
元
東
由
利
町
教
育
委
員
長
の
小
松
昌

樹
氏
（
八
日
町
）
が
同
日
付
け
で
従
六
位

勲
五
等
瑞
宝
章
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
、
老
方
郵
便
局
長
よ
り
ご

遺
族
の
小
松
英
治
さ
ん
に
位
記
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

故
小
松
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
二

十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
玉
米
・
老
方
郵

便
局
長
を
歴
任
さ
れ
、
町
の
郵
政
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
教
育
委
員
に
選
任

さ
れ
、
五
十
年
に
委
員
長
職
務
代
行
に
就

任
。
六
十
二
年
か
ら
は
教
育
委
員
長
と
し

て
本
町
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。平

成
六
年
に
は
功
労
者
表
彰
を
受
章
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
前
の
功
績
に
栄
誉

故
小
松
昌
樹
氏
に

叙
位
叙
勲

▲故小松昌樹氏

利
用
者
に
好
評
で
す
！

湯
楽
里
に
休
憩
室
が
増
築
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こ
の
た
び
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
の

男
女
浴
室
に
挟
ま
れ
た
空
間
部
分
に
、
新

し
い
休
憩
室
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
休
憩
室
に
は
、
冷
暖
房
機
や
テ
レ

ビ
が
設
置
さ
れ
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
二
十
四
畳
の
和
室
で
す
。

休
憩
室
は
十
月
十
七
日
か
ら
使
用
さ
れ

て
お
り
、
利
用
客
か
ら
は
「
浴
室
か
ら
近

く
な
っ
て
、
便
利
に
な
っ
た
」
と
好
評
で

す
。
利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
室
料
は
大
人
三
百
円
、
小
人
百

五
十
円
で
す
。

5 広報ひがしゆり　14.11.1

十
月
は
実
り
の
秋
で
あ
り
文
化
芸
術
の
秋
で

も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
充
実
し
た
講
演
会
や
感

動
の
音
楽
祭
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
実
り
の
秋

の
方
は
、
八
月
の
異
常
天
候
の
影
響
か
ら
出
来

秋
の
稲
作
を
心
配
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

カ
メ
ム
シ
被
害
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
緊

張
も
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
影
響
も

あ
り
一
等
米
比
率
が
八
十
�
前
後
と
い
わ
れ
て

お
り
、
反
収
も
平
年
作
前
後
か
と
心
配
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

十
六
日
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
で
も
あ
る
「
町

交
通
安
全
総
点
検
」
が
あ
り
ま
し
た
。
三
班
に

分
か
れ
て
蔵
・
老
方
・
舘
合
地
区
の
歩
道
を
歩

い
て
見
て
安
全
の
診
断
を
し
て
も
ら
う
と
い
う

事
業
で
あ
り
ま
す
。
私
は
老
方
班
に
入
れ
て

も
ら
い
車
椅
子
に
乗
っ
て
歩
道
を
歩
く
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
車
で
の
通
行

と
違
い
面
食
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
沢
山
の
指
摘
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
今

後
の
道
路
行
政
に
生
か
し
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
七
日
の
「
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
」
で

の
講
師
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
在
住
の
松
平
み
な
先

生
の
講
演
に
は
考
え
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。
故
郷

日
本
が
大
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

松
平
先
生
に
は
昨
年
度
か
ら
中
学
生
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
研
修
の
お
世
話
を
お
願

い
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
隣
の
由
利
町

で
は
十
年
に
も
及
ぶ
ご
指
導
と
交
流
を
し
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
今
回
も
そ
の
交
流
の
一
環
と

し
て
由
利
町
訪
問
の
際
に
我
が
町
ま
で
来
て
頂

き
講
演
を
お
願
い
し
た
こ
と
で
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
あ
れ
も
こ
れ
も
話
し
て
と
お
願

い
し
た
経
過
も
あ
り
、
先
生
に
も
聞
く
我
々
に

も
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
と
の
印
象
も
強
く
あ

り
ま
し
た
が
、
来
年
も
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
お
願

い
し
た
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
海
外

か
ら
見
て
日
本
人
の
国
と
い
う
も
の
に
対
す
る

考
え
方
の
甘
さ
に
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
る
と
い

う
お
話
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
で
し

た
。二

十
日
に
は
回
を
重
ね
十
回
に
も
な
り
ま
す

「
東
由
利
音
楽
祭
」
が
あ
り
ま
し
た
。
小
松
音

楽
兄
弟
を
顕
彰
し
て
の
音
楽
祭
で
あ
り
ま
す

が
、
毎
回
素
晴
ら
し
い
感
動
を
も
ら
え
る
音
楽

祭
で
も
あ
り
ま
す
。
当
初
か
ら
ご
指
導
を
頂
い

て
参
り
ま
し
た
豊
島
重
孝
先
生
の
お
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
で
す
が
、
今
回
を
期

に
ご
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
引
退
な
さ
れ

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ご
指
導
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
益
々
ご
健
勝
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
音

楽
祭
は
出
張
が
重
な
り
最
後
ま
で
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
学
三
年
生
の

合
唱
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
特
に
男
子
生
徒

の
歌
声
が
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

十
月
一
日
付
け
で
小
笠
原
諒
治
教
育
長
か
ら

新
田
清
教
育
長
に
、
ま
た
代
表
監
査
委
員
も
佐

藤
恒
悦
氏
か
ら
畠
山
卓
三
氏
に
替
わ
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
両
氏
の
ご
活
躍
と
前
任
者
で
あ
り
ま

し
た
小
笠
原
諒
治
先
生
と
佐
藤
恒
悦
氏
の
益
々

の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

二
十
六
日
庁
舎
建
築
記
念
の
植
樹
祭
に
は
身

内
に
不
幸
が
あ
り
参
加
で
き
ず
残
念
な
こ
と
で

し
た
が
、
良
い
天
気
の
中
で
の
植
樹
祭
が
で
き

良
か
っ
た
こ
と
で
す
。

鳥
海
山
に
は
初
雪
も
あ
り
ま
し
た
。
体
力
を

つ
け
て
冬
支
度
で
す
。

▲利用者に好評の休憩室

八
月
二
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
町
功
労

者
で
元
東
由
利
町
教
育
委
員
長
の
小
松
昌

樹
氏
（
八
日
町
）
が
同
日
付
け
で
従
六
位

勲
五
等
瑞
宝
章
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
、
老
方
郵
便
局
長
よ
り
ご

遺
族
の
小
松
英
治
さ
ん
に
位
記
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

故
小
松
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
二

十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
玉
米
・
老
方
郵

便
局
長
を
歴
任
さ
れ
、
町
の
郵
政
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
教
育
委
員
に
選
任

さ
れ
、
五
十
年
に
委
員
長
職
務
代
行
に
就

任
。
六
十
二
年
か
ら
は
教
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長
と
し

て
本
町
教
育
の
振
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に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
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成
六
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に
は
功
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表
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を
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。
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の
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「
第
十
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
」
が
十

月
二
十
日
、
東
由
利
中
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
本
町
出
身
の
小
松
耕
輔
、
三

樹
三
、
平
五
郎
、
清
の
四
兄
弟
の
業
績
を

讃
え
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。節

目
の
十
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
町

内
の
保
育
園
児
や
小
・
中
学
生
と
共
に
本

町
の
「
コ
ー
ル
黄
桜
」、「
コ
ー
ル
ゆ
ら
り
」、

仁
賀
保
町
の
「
コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り
」、
西

目
町
の
「
や
ま
び
こ
コ
ー
ラ
ス
」
な
ど
合

わ
せ
て
約
六
百
人
が
参
加
し
た
ほ
か
、
特

別
出
演
と
し
て
湯
沢
市
立
三
関
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
「
青
い
山
脈
」
ほ
か
四

曲
を
演
奏
し
、
音
楽
を
通
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

町
内
保
育
園
児
の
踊
り
「
玉
米
小
唄
」

で
幕
を
開
け
た
音
楽
祭
は
、
第
一
部
で
児

童
、
生
徒
が
発
表
。
第
二
部
で
は
、
十
周

年
を
記
念
し
た
ビ
デ
オ
「
小
松
耕
輔
音
楽

四
兄
弟
と
ひ
が
し
ゆ
り
」
が
上
映
さ
れ
た

後
、
各
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま

し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
第
一
回
か
ら
音
楽
祭

を
指
導
し
て
き
た
豊
島
重
孝
氏
が
指
揮
を

と
り
、「
四
匹
の
お
馬
」「
四
季
は
輝
く
」

「
東
由
利
町
賛
歌
」
の
三
曲
を
全
員
で
合

唱
。
参
加
者
や
観
客
は
郷
土
が
生
ん
だ
偉

大
な
音
楽
家
た
ち
の
業
績
を
讃
え
て
い
ま

し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん

で
い
る
生
産
・
文
化
活
動
の
成
果
を
展

示
、
発
表
し
合
う
「
秋
ま
つ
り
２
０
０
２
」

が
十
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
両
日
、

有
鄰
館
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
約
一
千
二

百
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
に
よ
る

農
産
物
展
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

例
年
に
比
べ
出
展
数
は
約
七
百
点
と
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
会
場
に
は
意
欲
あ
ふ
れ

る
力
作
が
ず
ら
り
と
並
び
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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ー
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賞
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佐
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佐
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菜
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葉
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▽
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▽
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茂
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▽
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ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭

ふ
る
さ
と
の
う
た

た
か
ら
か
に

▲フィナーレを飾った全員合唱

▲特別出演三関小学校スクールバンドの演奏

▲作品はどれも力作ぞろい

地
域
住
民
の
意
見
を
今
後
の
町
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
袖
山
分
館
主
催
の
町

政
座
談
会
が
十
月
二
十
一
日
、
袖
山
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
分
館
座
談
会
は
、
例
年
、
新
春
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
要
望
事
項

の
予
算
へ
の
反
映
、
地
区
住
民
の
参
加
利

便
性
等
を
考
慮
し
、
先
取
り
開
催
し
た
も

の
で
す
。

座
談
会
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
が
「
市

町
村
合
併
や
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
な
ど

の
課
題
に
対
し
、
先
々
の
不
安
が
な
い
よ

う
十
分
整
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
の
意
見
・

提
言
を
い
た
だ
き
一
緒
に
議
論
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
か
ら

は
町
づ
く
り
と
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

座
談
会
で
話
し
合
わ
れ
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

�

豪
雨
に
よ
る
船
打
場
山
腹
災
害
地

の
復
旧
の
め
ど
は
。
今
後
、
降
雨
に
よ
り

土
砂
が
畑
や
宅
地
等
に
流
入
し
な
い
よ
う

な
対
策
を
。

�

治
山
サ
イ
ド
で
事
業
実
施
で
き
な
い

か
、
県
と
検
討
中
で
あ
る
。
当
面
の
雨
水

対
策
と
し
て
排
水
路
整
備
を
考
え
た
い
。

�

市
町
村
合
併
後
、
周
辺
地
域
へ
の

財
政
投
資
、
施
設
の
維
持
管
理
、
街
灯
の

電
気
料
の
助
成
、
各
振
興
策
な
ど
が
心
配

さ
れ
る
。

�

今
後
は
、
各
市
町
で
事
務
事
業
の
す

り
合
わ
せ
を
す
べ
く
合
併
協
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
心
配
事
に
つ
い
て
今
の
レ

ベ
ル
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
も
積
極
的
に

協
議
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�

合
併
し
た
後
の
分
収
林
・
入
会
林

は
ど
う
な
る
の
か
。

�

権
利
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
。
町

有
林
も
そ
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
が
れ
る

が
、
旧
来
の
地
域
振
興
に
使
え
る
よ
う
な

仕
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
。

�

下
郷
分
校
閉
校
後
の
施
設
利
用
計

画
は
。

�

施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利

用
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
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高齢者や障害者など誰もが安心して利用できる道づ
くりを進めようと「町交通安全総点検」が10月16日、
久保から横渡までの地域で行われました。
これは、地域住民の視点から道路交通上の問題点や

課題を出してもらい、町の道路交通環境づくりに反映
させようと行われたものです。
点検には、町交通安全協会や身体障害者協会、老人

クラブ、連合婦人会、各自治会、学校関係者など約80
人が参加。生活道路や通学路を３班に分かれて巡回し、
交通弱者の立場から道路の安全性などを調べました。
今回の調査で

は87カ所の問題
点が提起され、
町では改善に向
けた対応を検討
していく予定で
す。

みんなの道路みんなでチェック
交通安全総点検

▲道路を念入りにチェックする参加者

「平成十四年度福祉と健康のつどい」が10月17日、
有鄰館で開かれ、約150人の町民が参加しました。
このつどいは、福祉と健康について町民の意識を高

めようと、町と社会福祉協議会が毎年行っているもの
です。
今年は、オーストラリア在住の理学博士・松平みな

氏が『海外（そと）から見た日本』と題して講演し、
オーストラリアの医療や老人福祉などを日本と比較し
ながら紹介。健やかで実り豊かな暮らしをするために
どうしたらいいか改めて問いかける講演内容に参加者
は興味深そうに
聴き入っていま
した。
また、講演に

引き続いて「千
畑町民話の会」
による昔語りや
踊りも披露され
ました。

健やかで実り豊かなくらしを
福祉と健康のつどい

▲講演する松平氏

地域の声を町づくりに�
袖山分館町政座談会�

地域の声を町づくりに�
袖山分館町政座談会�
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の
よ
う
な
心
配
事
に
つ
い
て
今
の
レ

ベ
ル
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
も
積
極
的
に

協
議
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�

合
併
し
た
後
の
分
収
林
・
入
会
林

は
ど
う
な
る
の
か
。

�

権
利
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
。
町

有
林
も
そ
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
が
れ
る

が
、
旧
来
の
地
域
振
興
に
使
え
る
よ
う
な

仕
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
。

�

下
郷
分
校
閉
校
後
の
施
設
利
用
計

画
は
。

�

施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利

用
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
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高齢者や障害者など誰もが安心して利用できる道づ
くりを進めようと「町交通安全総点検」が10月16日、
久保から横渡までの地域で行われました。
これは、地域住民の視点から道路交通上の問題点や

課題を出してもらい、町の道路交通環境づくりに反映
させようと行われたものです。
点検には、町交通安全協会や身体障害者協会、老人

クラブ、連合婦人会、各自治会、学校関係者など約80
人が参加。生活道路や通学路を３班に分かれて巡回し、
交通弱者の立場から道路の安全性などを調べました。
今回の調査で

は87カ所の問題
点が提起され、
町では改善に向
けた対応を検討
していく予定で
す。

みんなの道路みんなでチェック
交通安全総点検

▲道路を念入りにチェックする参加者

「平成十四年度福祉と健康のつどい」が10月17日、
有鄰館で開かれ、約150人の町民が参加しました。
このつどいは、福祉と健康について町民の意識を高

めようと、町と社会福祉協議会が毎年行っているもの
です。
今年は、オーストラリア在住の理学博士・松平みな

氏が『海外（そと）から見た日本』と題して講演し、
オーストラリアの医療や老人福祉などを日本と比較し
ながら紹介。健やかで実り豊かな暮らしをするために
どうしたらいいか改めて問いかける講演内容に参加者
は興味深そうに
聴き入っていま
した。
また、講演に

引き続いて「千
畑町民話の会」
による昔語りや
踊りも披露され
ました。

健やかで実り豊かなくらしを
福祉と健康のつどい

▲講演する松平氏

地域の声を町づくりに�
袖山分館町政座談会�

地域の声を町づくりに�
袖山分館町政座談会�
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「
新
町
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
十
月
十

二
日
、
新
町
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
住
民
と
町
当
局
が
地

域
の
問
題
や
町
政
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

同
自
治
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
町
か
ら
は

阿
部
幸
悦
町
長
と
担
当
課
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

同
自
治
会
か
ら
は
市
町
村
合
併
や
道
路
整

備
、
下
水
道
普
及
事
業
に
つ
い
て
な
ど
多
く

の
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲活発な意見交換が行われた新町自治会フォーラム

や
し
お
そ
ば
転
作
受
託
集
団
で
は
こ
の
た

び
、「
あ
な
た
と
地
域
の
農
業
夢
プ
ラ
ン
」

応
援
事
業
を
活
用
し
、
最
新
ソ
バ
刈
り
機
を

導
入
し
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
、
農
業
者
に
リ

ー
ス
す
る
機
械
を
購
入
す
る
場
合
、
県
と
町

が
そ
の
二
分
の
一
を
助
成
す
る
も
の
で
、
戦

略
作
目
の
産
地
拡
大
と
産
地
を
担
う
農
業
者

の
支
援
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

同
集
団
で
は
最
新
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

作
業
が
効
率
よ
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

町
の
戦
略
作
目
で
あ
る
ソ
バ
の
生
産
拡
大
に

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

や
し
お
そ
ば
転
作
受
託
集
団
が
活
用

▲最新機械で収穫作業するやしおそば転作受託集団

新
町
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

当
日
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
な
ど
五

十
七
人
が
参
加
。
秋
晴
れ
の
下
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
一
般
男
子
の
部
》

一
位
　
佐
藤
　
俊
悦
（
地
下
ノ
沢
）

二
位
　
長
谷
山
　
光
（
石
高
）

三
位
　
長
沼
　
利
文
（
新
町
）

《
一
般
女
子
の
部
》

一
位
　
長
谷
山
日
出
子
（
石
高
）

二
位
　
小
松
　
寛
子
（
山
崎
）

三
位
　
渡
辺
　
イ
子
（
田
代
）

《
小
学
生
の
部
》

一
位
　
長
沼
　
史
賀
（
新
町
）

二
位
　
大
日
向
　
蘭
（
宮
ノ
前
）

三
位
　
畠
山
　
　
健
（
蔵
）

入
所
者
と
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
深
め

よ
う
と
「
東
光
苑
秋
ま
つ
り
」
が
十
月
二
十

日
、
東
光
苑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
訪
れ
た
人
々
と
入
所
者
が

一
緒
に
な
っ
て
缶
つ
み
や
玉
運
び
な
ど
の
ゲ

ー
ム
に
参
加
。
珍
プ
レ
ー
が
出
る
た
び
に
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
田
華
乃
会
に
よ
る
歌
と
踊
り
や

福
引
大
会
、写
真
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
、入
所

者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲缶つみゲームを楽しむ参加者

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

東

光

苑

秋

ま

つ

り

第
二
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
十
月

六
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲プレーを楽しむ参加者
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軟式野球部黄金期（昭和59年～62年）
昭和59年7月、県予選を勝ち抜き全国高校軟式野球奥羽大

会初出場。ここから下郷分校軟式野球部の黄金期は始まり
ました。2度目の奥羽大会出場を果たし、準決勝へ進出した
昭和61年。そして2年連続準決勝進出を成し遂げた62年。
生徒数70人余りの小規模校の快挙に、全校生徒や町民が貸
し切りバスで応援に駆けつけるほど町全体が盛り上がりま
した。昭和62年の準決勝では接戦の末、弘前工業に5対4で
惜敗しましたが、選手の大健闘には町民みんなが賞賛した
そうです。

当時は監督さんやメンバーに恵まれ、も
しかしたら奥羽大会に出場できるのではと
いう期待はありました。いつも大きい学校
に負けないためにはどうすればいいか考え
ながら練習をしていたので、奥羽大会に出
場が決まり、準決勝まで進出したときには
本当に嬉しい気持ちで一杯でした。下郷分
校に入ったおかげで他の高校では味わえな
い経験ができてよかったと思います。

第38期生
小松　哲也さん（畑村）

▲昭和61年の奥羽大会

十
一
月
二
十
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
役

場
庁
舎
の
竣
工
を
記
念
す
る
「
東
由
利
町

植
樹
祭
」
が
十
月
二
十
六
日
、
八
塩
い
こ

い
の
森
で
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
一
年
生

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
一
般
町
民
な
ど
約
百
五

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

植
樹
に
先
立
ち
、
小
松
助
役
が
「
皆
さ

ん
が
植
え
た
苗
木
が
成
長
し
緑
豊
か
な
森

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど

五
種
類
二
百
八
本
が
参
加
者
の
手
に
よ
り

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
二
回
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
」
が
十

月
二
十
六
日
か
ら
八
塩
い
こ
い
の
森
で
始

ま
り
ま
し
た
。

八
塩
ダ
ム
の
湖
面
に
映
え
る
紅
葉
を
見

な
が
ら
、
散
策
や
な
べ
っ
こ
を
し
た
り
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う
と
町
内
外
か

ら
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
三
日
に
は
午
前
九
時
か
ら
「
紅

葉
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」、
午
前

十
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
「
や
し
お
そ

ば
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

紅
葉
ま
つ
り
期
間
は
、
十
一
月
四
日
ま

で
で
す
。

役
場
庁
舎
竣
工
記
念�

　
　
　
　
東
由
利
町
植
樹
祭�

▲植樹を行う参加者

やしお紅葉まつり�やしお紅葉まつり�
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も
う
と
町
内
外
か

ら
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
三
日
に
は
午
前
九
時
か
ら
「
紅

葉
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」、
午
前

十
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
「
や
し
お
そ

ば
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

紅
葉
ま
つ
り
期
間
は
、
十
一
月
四
日
ま

で
で
す
。

役
場
庁
舎
竣
工
記
念�

　
　
　
　
東
由
利
町
植
樹
祭�

▲植樹を行う参加者

やしお紅葉まつり�やしお紅葉まつり�



�と　き…11月9日(火)～28日(木) 9：00～17：00
�ところ…西目町町民センター「シーガル」

西目町教育委員会生涯学習課
�３３－２３１５

西目町から

第8回西目町産業文化祭
�と　き…11月4日(月)～10日(日)
�ところ…西目町町民センター「シーガル」周辺

西目町産業課　�３３－４６１４

宮本能成　日本画展

全国ごてんまりコンクール
本荘市由利郡発明･ゆめ画展・本荘市工芸展
�と　き…11月2日(土)～4日(月) 9：00
�ところ…鶴舞会館

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

「本荘こけし」の魅力とこけしの世界
�と　き…2月18日(火)まで　9：00～16：00
�ところ…本荘市郷土資料館
�入場料…大人100円、高校生以下無料

本荘市郷土資料館　�２４－３５７０

岩城町から

岩城町文化祭
�と　き…11月2日(土)～4日(日) 9：00～15：00
�ところ…岩城町役場周辺

岩城町公民館　�７３－２４６８
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,957～9,849

3,702～5,007

2,689～2,779

出品数量が少ないことと買方が分散したこともあり、
約97％と完売に近い好落札率。価格は、材質のよい巻
立てに好値が出たものの全般では横バイ。

（
平
成
十
四
年
九
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
22
20
42

平均体重
293kg
272kg
283kg

平均価格
452,407円
391,178円
423,250円

kg当単価
1,473円
1,375円
1,411円

去　勢
雌

金　額
567,000円
552,300円

父
福　栄
平茂勝

母の父
北国7の8
北国7の8

母の祖父
谷　茂
安美金

国
産
材
の
六
割
は
建
築
用
に
向
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
建
築

の
動
向
が
わ
が
国
の
木
材
供
給
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
戸
建
て
住
宅
で
は
、
木
造
軸
組

工
法
（
柱
、
土
台
、
梁
な
ど
に
よ
る

わ
が
国
の
建
築
工
法
）
が
新
築
住
宅

着
工
数
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
工
法
で
の
建

築
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
戸
建
て

住
宅
の
工
法
別
住
宅
生
産
者
を
み
る

と
、
木
造
軸
組
工
法
の
三
分
の
二
は

年
間
供
給
戸
数
約
五
十
戸
未
満
の
中

小
工
務
店
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
お

り
、
枠
組
壁
工
法
の
六
割
、
プ
レ
ハ

ブ
工
法
の
ほ
と
ん
ど
を
大
手
住
宅
メ

ー
カ
ー
が
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
で

は
、
米
材
や
欧
州
材
を
中
心
と
し
た

外
材
製
品
の
利
用
が
主
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
産
材
は
、
品

質
、
性
能
が
明
確
な
乾
燥
材
や
集
成

材
等
の
供
給
量
が
少
な
い
こ
と
、
丸

太
や
製
品
の
ま
と
ま
り
が
小
さ
く
、

加
工
、
流
通
コ
ス
ト
が
割
高
に
な
っ

て
い
る
な
ど
の
た
め
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
国
産
材
の
加
工
流
通
対
策
が

急
務
で
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

国
産
材
に
よ
る

住
宅
建
築

お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

高樹齢（90年生）
含む

由利町から

第48回ゆりまつり
�と　き…11月2日(土)～3日(日) 9：00～16：30
�ところ…善隣館、町民体育館ほか
�内　容…農産物や文芸作品の展示、文化講演会など　　

由利町企画商工課　�５３－２１１５

仁賀保町から

男女共同参画社会フォーラム
�と　き…11月16日(土) 開場13：00 開演14：00
�ところ…仁賀保町勤労青少年ホーム
�内　容…「女の人権、男のコケン21世紀の合い言葉は“男女共同参

画”で！」
講師／エッセイスト村瀬春樹氏＆ゆみこ･ながい･むらせ氏

�入場料…500円（男女ペア700円）
仁賀保町社会教育課　�３７－３１２１

象潟町から

第8回 象潟町伝承芸能交流発表会
�と　き…11月2日(土) 12：30
�ところ…象潟町公民館
�内　容…町内の小中学校の郷土芸能クラブと町内外の伝承芸能保存

団体による芸能発表
象潟町郷土資料館　�４３－２００５

クリスマスロード2002点灯式
�と　き…11月24日(日) 17：00～17：30
�ところ…ＪＲ象潟駅前広場
�内　容…点灯期間は１月４日まで

象潟町社会教育課　�４３－７５１２

本荘市から

金浦町から

金浦町産業文化祭
�と　き…11月1日(金)～3日(日)
�ところ…勤労青少年ホーム、コミュニティセンター、勤労者体育セ

ンター
金浦町公民館　�３８－２０４９
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よりよき生活習慣で病気を予防する�
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「
炊
き
合
わ
せ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

こ
ん
に
ゃ
く
80
ｇ
、
レ
ン
コ
ン
40
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
80
ｇ
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
12
ｇ
、
フ
キ
40

ｇ
、
煮
昆
布
20
ｇ
、
尾
付
き
エ
ビ
１
６
０
ｇ
、
キ
ヌ
サ
ヤ
12
ｇ
、
砂
糖
小
１
弱
、
み
り
ん

大
１
強
、
し
ょ
う
ゆ
大
１
強

《
作
り
方
》

①
レ
ン
コ
ン
は
薄
く
、
ニ
ン
ジ
ン
は
花
型
に
切
る

②
野
菜
を
煮
て
味
を
付
け
る

③
エ
ビ
は
殻
を
取
り
、
さ
っ
と
塩
ゆ
で
し
て
最
後
に
煮

物
に
入
れ
る
。

④
キ
ヌ
サ
ヤ
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
お
き
、
つ
け
合
わ
せ
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

秋
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
深
ま
っ
て
く
る
と
、

煮
物
が
ど
こ
か
ホ
ッ
と
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
色
ど
り
よ
く
薄
味

の
煮
物
は
バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
の
早
変
わ
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

（
小
松
保
健
婦
）

年金だより

国民年金保険料の納付先が町から国に変更に

なり、半年が経過しました。

収穫の秋を迎え、今年度も後半となりました

が、国民年金保険料の納め忘れはありません

か？以前と納付方法が変わった方などは今一度

確認をお願いします。

保険料の納付は年金給付を受けるためにも大

変重要です。納め忘れてから２年を過ぎると納

付できなくなってしまいます。老後や万一の障

害や死亡といった事故の場合に給付を受けられ

ないことのないよう忘れずに納付しましょう。

国民年金保険料の
納め忘れは
ありませんか？

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

●と　き　　11月7日（木）午後5時開場・6時開演�

●ところ　　町民体育館�
入場無料

�

常磐津「東都獅子」�
朗読　水上勉作「おつねの鐘」�
浅利と立川ぜん馬のトーク�
立川ぜん馬の落語　他�

主　催　東由利町教育委員会（�69－2310）��
後　援　東由利町・東由利町芸術文化協会�

■浅利香津代�
秋田市出身。秋田北高
・日大芸術学部卒後、
望月優子に師事。一人
芝居の舞台やＴＶ、映
画等に多数出演。日本
舞踊、地唄舞の名取り
でもある。�

■立川ぜん馬�
東京都生まれ。立川談
志に入門。ＮＨＫ新人
落語コンクールで最優
秀賞。真打昇進、六代
目ぜん馬を襲名。古典
落語を中心に各地で独
演会を開催。�

問い合わせ　企画課　�69－2113

近年、様々な情報分野でインターネット環境
を利用したＩＴ（情報通信技術）化が進み、そ
の基盤となる情報通信回線の高速化が急成長し
ています。現在通信サービスの主流はＡＤＳＬ
等で、主要都市部ではすでに光通信サービスな
ども始まっています。今年度秋田県が実施する
「高速インターネットアクセス基盤整備事業」

により、本町でもこの12月からＡＤＳＬサービ
スが始まることになりました。
サービスを提供するのは東北インテリジェン

ト通信株式会社（東北電力企業グループ）、サ
ービス名称は「ＴＯＨＫｎｅｔ（トークネッ
ト）」。提供されるＡＤＳＬサービスは８メガと

1.5Ｍメガで、対応プロバイダを選んでの申し
込みとなります。また距離により利用制限があ
り、サービスを受けられるのはＮＴＴ局舎（老

方）から３kmまでが目安となっています。エ
リア確認・申込等詳細は東北インテリジェント

通信（0120-611-850）まで。

ADSLサービスが始まります
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（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

こ
ん
に
ゃ
く
80
ｇ
、
レ
ン
コ
ン
40
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
80
ｇ
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
12
ｇ
、
フ
キ
40

ｇ
、
煮
昆
布
20
ｇ
、
尾
付
き
エ
ビ
１
６
０
ｇ
、
キ
ヌ
サ
ヤ
12
ｇ
、
砂
糖
小
１
弱
、
み
り
ん

大
１
強
、
し
ょ
う
ゆ
大
１
強

《
作
り
方
》

①
レ
ン
コ
ン
は
薄
く
、
ニ
ン
ジ
ン
は
花
型
に
切
る

②
野
菜
を
煮
て
味
を
付
け
る

③
エ
ビ
は
殻
を
取
り
、
さ
っ
と
塩
ゆ
で
し
て
最
後
に
煮

物
に
入
れ
る
。

④
キ
ヌ
サ
ヤ
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
お
き
、
つ
け
合
わ
せ
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

秋
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
深
ま
っ
て
く
る
と
、

煮
物
が
ど
こ
か
ホ
ッ
と
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
色
ど
り
よ
く
薄
味

の
煮
物
は
バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
の
早
変
わ
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

（
小
松
保
健
婦
）

年金だより

国民年金保険料の納付先が町から国に変更に

なり、半年が経過しました。

収穫の秋を迎え、今年度も後半となりました

が、国民年金保険料の納め忘れはありません

か？以前と納付方法が変わった方などは今一度

確認をお願いします。

保険料の納付は年金給付を受けるためにも大

変重要です。納め忘れてから２年を過ぎると納

付できなくなってしまいます。老後や万一の障

害や死亡といった事故の場合に給付を受けられ

ないことのないよう忘れずに納付しましょう。

国民年金保険料の
納め忘れは
ありませんか？

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

●と　き　　11月7日（木）午後5時開場・6時開演�

●ところ　　町民体育館�
入場無料

�

常磐津「東都獅子」�
朗読　水上勉作「おつねの鐘」�
浅利と立川ぜん馬のトーク�
立川ぜん馬の落語　他�

主　催　東由利町教育委員会（�69－2310）��
後　援　東由利町・東由利町芸術文化協会�

■浅利香津代�
秋田市出身。秋田北高
・日大芸術学部卒後、
望月優子に師事。一人
芝居の舞台やＴＶ、映
画等に多数出演。日本
舞踊、地唄舞の名取り
でもある。�

■立川ぜん馬�
東京都生まれ。立川談
志に入門。ＮＨＫ新人
落語コンクールで最優
秀賞。真打昇進、六代
目ぜん馬を襲名。古典
落語を中心に各地で独
演会を開催。�

問い合わせ　企画課　�69－2113

近年、様々な情報分野でインターネット環境
を利用したＩＴ（情報通信技術）化が進み、そ
の基盤となる情報通信回線の高速化が急成長し
ています。現在通信サービスの主流はＡＤＳＬ
等で、主要都市部ではすでに光通信サービスな
ども始まっています。今年度秋田県が実施する
「高速インターネットアクセス基盤整備事業」

により、本町でもこの12月からＡＤＳＬサービ
スが始まることになりました。
サービスを提供するのは東北インテリジェン

ト通信株式会社（東北電力企業グループ）、サ
ービス名称は「ＴＯＨＫｎｅｔ（トークネッ
ト）」。提供されるＡＤＳＬサービスは８メガと

1.5Ｍメガで、対応プロバイダを選んでの申し
込みとなります。また距離により利用制限があ
り、サービスを受けられるのはＮＴＴ局舎（老

方）から３kmまでが目安となっています。エ
リア確認・申込等詳細は東北インテリジェント

通信（0120-611-850）まで。

ADSLサービスが始まります
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☆生涯学習だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

童
話
を
読
ん
で
感
動
を

〜
第
十
一
回
高
橋
宏
幸
賞

童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル

絵
本
と
児
童
文
学
の
振
興
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
意
欲
の
高
揚
を
目
的

に
創
設
し
た
同
賞
も
今
年
十
一
回
を

迎
え
ま
す
。
童
話
を
読
ん
で
感
想
文
、

感
想
画
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
応
募
方
法
な
ど
は
教
育
委

員
会
「
高
橋
宏
幸
賞
コ
ン
ク
ー
ル
」

係
（
電
話
六
九
―
二
三
一
一
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
は
十
一
月
九
日

（
土
）、
表
彰
式
は
十
二
月
二
十
二
日

（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

〜
図
書
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

読
ん
で
見
た
か
っ
た
本
、
調
べ
た

い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

秋
田
県
で
は
県
立
図
書
館
の
図
書
資

料
を
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
無
料
で
す
。

借
り
て
み
た
い
方
は
公
民
館
図
書

担
当
ま
で
、
図
書
名
、
作
者
名
、
調

べ
て
み
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

該
当
の
本
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で

登
録
、
数
日
で
お
手
元
に
本
が
届
き

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
電
話
を
。

園
児
と
心
の
交
流
を

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

十
月
十
二
日
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
室
が
行
わ
れ
、永
慶
、

み
ど
り
両
保
育
園
を
会
場
に
二
十

四
人
の
サ
ー
ク
ル
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

最
初
の
自
己
紹
介
で
は
緊
張
し

て
い
た
会
員
た
ち
も
、
幼
い
園
児

た
ち
と
の
交
流
を
重
ね
る
う
ち
、

次
第
に
緊
張
感
も
解
け
リ
ラ
ッ
ク

ス
。
終
了
間
近
の
給
食
時
間
で
は

積
極
的
に
食
事
の
世
話
を
し
て
い

ま
し
た
。

▲園児と交流するサークル会員

身
近
な
危
険
防
止
を
確
認

〜
こ
と
ぶ
き
大
学

十
月
十
七
日
、
こ
と
ぶ
き
大
学
が

町
民
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
交
通
安
全
教
室
」
と
題

し
、
本
荘
警
察
署
交
通
指
導
係
長
の

斎
藤
四
喜
男
警
部
補
が
講
演
、ま
た
、

信
太
規
章
東
由
利
駐
在
所
長
の
「
悪

質
商
法
」
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
話
も
身
近
な
出
来
事
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
九
十
三
名
の
大

学
生
は
真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
は
、
子
ど
も
の

人
形
を
使
っ
た
実
演
も
あ
り
、
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

▲斎藤警部補による交通安全講演

▼
小
学
館
の
図
鑑
シ
リ
ー
ズ
（
植
物
・
動
物

・
昆
虫
・
恐
竜
）

▼
ス
ザ
ン
ヌ
の
日
記
／
Ｊ
・
パ
タ
ー

▼
忿
翁
／
古
井
由
吉

▼
日
本
の
歴
史
20
／
鈴
木
淳

▼
乱
舞
／
花
家
圭
太
郎

▼
明
治
人
の
力
量
／
佐
々
木
隆

▼
秋
田
魁
年
鑑
／
秋
田
魁
新
社

▼
政
党
政
治
と
天
皇
／
伊
藤
之
雄

▼
走
れ
た
い
よ
う
／
池
田
ま
き
子

▼
向
田
邦
子
の
恋
文
／
向
田
和
子

▼
世
界
美
術
館
の
旅
／
黒
川
雄
一

▼
非
道
行
ず
べ
か
ら
ず
／
松
井
今
朝
子

▼
じ
ー
さ
ん
武
勇
伝
／
竹
内
真

▼
ト
キ
オ
／
東
野
圭
吾

▼
コ
ン
ビ
ニ
ラ
ラ
バ
イ
／
池
永
陽

▼
パ
ー
ク
ラ
イ
フ
／
吉
田
修
一

10月�10月�

今
月
も
公
民
館
図
書
館
に
新
刊
本
が

入
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
ら
ら
ば
い
／
平
安
寿
子

▼
お
い
し
い
水
／
盛
田
隆
二

▼
キ
ャ
ベ
ツ
の
新
生
活
／
有
吉
玉
青

▼
西
日
の
町
／
湯
本
香
樹
実

▼
イ
ン
・
ザ
・
プ
ー
ル
／
奥
田
英
朗

▼
花
／
林
真
理
子

▼
「
と
き
め
き
世
代
」
の
生
き
が
い
探
し
／

高
見
澤
た
か
子

▼
お
ば
あ
さ
ん
に
な
る
な
ん
て
／
神
沢
利
子

▼
ま
る
ご
と
宮
部
み
ゆ
き
／
朝
日
新
聞
社
文
芸
編
集
部

▼
自
殺
の
コ
ス
ト
／
雨
宮
処
凛

▼
実
録
サ
ラ
金
ガ
イ
ド
／
大
久
保
権
八

▼
注
文
の
多
い
活
字
相
談
／
日
本
読
書
株
式
会
社

▼
帝
国
の
昭
和
／
有
馬
学

▼
コ
レ
デ
オ
シ
マ
イ
／
山
田
風
太
郎

▼
戦
中
派
焼
け
跡
日
記
／
山
田
風
太
郎

▼
水
の
恋
／
池
永
陽

バ
ラ
バ
ラ
な
家
族
の
20
年
間
の
物
語
。
20
年
後
に
再
会

し
て
一
家
は
大
団
円
。
こ
う
書
く
と
何
だ
か
思
い
切
り
泣
き

た
い
時
に
効
く
小
説
み
た
い
だ
が
、
全
然
違
う
。
悪
い
け
ど

私
は
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
泣

け
る
家
族
小
説
は
何
冊
か
読
ん
だ
が
、
声
を
出
し
て
笑
え
る

家
族
小
説
と
い
う
の
は
初
め
て
だ
。

専
業
主
婦
の
母
が
「
私
ね
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
か
ら
家
出
し

ま
す
か
ら
。」
と
、
実
に
気
軽
に
家
出
宣
言
を
す
る
と
こ
ろ

か
ら
こ
の
物
語
は
始
ま
る
。
多
分
普
通
な
ら
家
中
慌
て
る
も

の
な
ん
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
の
家
は
違
う
。
妻
の
衝
撃
の
発
言

を
聞
か
さ
れ
て
も
ケ
チ
で
臆
病
者
の
父
は
「
と
に
か
く
様
子

を
見
よ
う
。」
男
と
仕
事
を
取
っ
替
え
引
っ
換
え
の
姉
は

「
ま
あ
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
我
関
せ
ず
。
唯
一
、

立
身
出
世
を
人
生
の
テ
ー
マ
と
す
る
妹
だ
け
が
怒
っ
た
り
泣

い
た
り
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
明
日
か
ら
の
弁
当
を
作
る

人
が
い
な
い
と
か
、自
分
の
髪
を
誰
が
明
日
か
ら
結
う
の
か
、

と
い
う
自
己
都
合
に
よ
る
泣
き
わ
め
き
だ
。
ち
な
み
に
そ
れ

か
ら
20
年
間
、
こ
の
母
は
家
出
を
し
続
け
る
。
世
間
は
「
母

に
捨
て
ら
れ
た
哀
れ
な
父
娘
」
と
い
う
ふ
う
に
彼
ら
を
見
て

い
る
が
、
そ
ん
な
も
の
を
意
に
介
さ
ず
家
族
全
員
、
自
分
の

価
値
観
で
人
生
を
突
っ
走
る
。
何
よ
り
す
ご
い
の
は
全
員
が

全
員
、
人
の
影
響
を
全
く
受
け
な
い
で
生
き
て
い
る
事
だ
。

中
で
も
妹
の
驀
進
（
ば
く
し
ん
）
ぶ
り
は
す
ご
い
。
割
に

父
・
母
・
姉
が
力
の
抜
け
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
た
め
に

そ
の
姿
が
一
層
際
立
つ
。
貧
乏
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
猛
勉
強
し
、
名
門
校
に
進
学
。
そ
の
目
的
は
、
金

持
ち
の
エ
リ
ー
ト
と
結
婚
し
て
自
身
が
成
り
上
が
る
た
め

だ
。
実
際
こ
の
妹
は
強
い
信
念
と
根
性
で
金
持
ち
（
か
な
り

変
人
だ
が
）
を
つ
か
ま
え
て
結
婚
す
る
の
だ
か
ら
大
し
た
も

の
だ
。
し
か
も
、
結
婚
し
て
離
婚
し
て
再
婚
し
て
、
相
手
の

連
れ
子
が
い
る
の
に
子
供
を
産
ん
で
、
さ
ら
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
興
し
て
自
ら
営
業
で
走
り
回
る
。
ち
な
み
に
本
の
帯

に
は
、こ
の
家
族
の
立
ち
並
ぶ
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

妹
だ
け
が
か
な
り
離
れ
た
位
置
に
い
た
理
由
が
、
読
み
進
む

と
何
と
な
く
わ
か
る
。

物
語
の
終
盤
、
姉
が
最
新
の
彼
氏
（
す
ご
く
年
下
）
に
向

か
っ
て
言
う
セ
リ
フ
が
ま
た
い
い
。（
申
し
添
え
る
と
彼
の

前
に
姉
が
交
際
し
て
い
た
相
手
は
こ
の
彼
氏
の
父
親
。
姉
の

人
生
も
こ
れ
は
こ
れ
で
ま
た
突
き
抜
け
て
い
る
。）「
う
ち
も

み
ん
な
自
分
勝
手
よ
。
母
親
な
ん
か
、
20
年
前
か
ら
外
出
し

っ
ぱ
な
し
。
だ
け
ど
、
そ
の
せ
い
で
誰
か
が
不
幸
に
な
っ
た

な
ん
て
こ
と
、
な
か
っ
た
。
自
分
の
こ
と
で
忙
し
い
か
ら
家

族
の
こ
と
な
ん
か
構
っ
て
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
う

ま
く
や
っ
て
ね
、
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。
だ
け

ど
、
ど
こ
の
家
族
も
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
け
ど

な
あ
。
生
き
て
い
く
の
は
、
一
人
だ
も
の
。」

こ
れ
を
読
む
ま
で
は
以
前
こ
の
欄
で
取
り
上
げ
た
「
流
星

ワ
ゴ
ン
」（
重
松
清
著
）
が
、
今
年
の
家
族
小
説
ベ
ス
ト
１

だ
と
私
は
思
っ
て
い
た
。
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
家
族
を
父
親

が
ま
と
め
直
す
、
泣
き
に
泣
け
る
小
説
だ
。
し
か
し
、「
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
て
家
族
だ
よ
。
思
う
通
り
に
生
き
れ
ば
い
い
。」

と
い
う
、
こ
の
本
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
共
鳴
し
て
し

ま
う
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
ま
だ
年
の
瀬
に
は
早
い
が
、
文
句

な
し
で
今
年
の
家
族
小
説
ベ
ス
ト
１
だ
と
私
は
思
う
。
読
む

と
、
本
当
に
ス
ッ
キ
リ
す
る
よ
。（
ひ
）

「
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
ら
ら
ば
い
」

平
　
安
寿
子
著
／
講
談
社

こ
の
ま
つ
り
は
遊
び
を
通
じ
て
親

子
、
友
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
児
童
会
館
、

町
教
育
文
化
課
が
主
催
し
、
保
育
園
連

絡
協
議
会
を
は
じ
め
、
町
内
各
団
体
が

運
営
を
担
当
し
た
こ
ど
も
の
た
め
の
ま

つ
り
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
東
由
利
中
学
校
吹

奏
楽
部
演
奏
か
ら
は
じ
ま
っ
た
わ
ん
ぱ

く
フ
ェ
ス
タ
。
全
部
で
三
つ
の
コ
ー
ナ

ー
に
分
か
れ
て
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
つ
目
の
「
懐
か
し
コ
ー
ナ
ー
」
は

保
育
園
の
縁
日
、
下
郷
分
校
生
徒
の
も

ち
つ
き
、
ド
ン
体
験
、
八
郎
潟
町
の
大

道
芸
、
町
生
涯
学
習
奨
励
員
の
紙
芝
居
、

干
し
柿
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
。

二
つ
目
の
「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」
は

児
童
会
館
の
大
型
遊
具
、
町
職
員
の
ス

ラ
イ
ム
作
り
、
保
育
園
に
よ
る
え
か
き
、

ま
ま
ご
と
、
消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
見
学

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
の
読
み
聞

か
せ
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
子

育
て
相
談
が
行
わ
れ
た
「
こ
そ
だ
て
コ

ー
ナ
ー
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

会
場
は
こ
の
秋
一
番
の
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
す
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

約
二
時
間
半
の
ま
つ
り
を
終
え
、
会
場

を
後
に
す
る
こ
ど
も
た
ち
は
ど
の
顔
も

満
足
げ
で
し
た
。

町
生
涯
学
習
作
品
展
が
十
月
二
十

六
日
か
ら
二
十
七
日
に
有
鄰
館
集
会

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
町
芸
術
文
化
協
会

所
属
団
体
を
は
じ
め
、
文
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
個
人
、団
体
が
日
頃
の
学

習
成
果
を
公
開
す
る
作
品
展
で
す
。

小
松
音
楽
四
兄
弟
の
音
楽
が
流
れ

る
中
、
会
場
に
は
陶
芸
、
写
真
、
ち

ぎ
り
絵
、
俳
句
、
書
道
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
力
作
が
多

数
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
目

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

▲会場には力作が多数集まった

町
芸
術
作
品
が
一
堂
に
〜
町
生
涯
学
習
作
品
展

盛
況
に
終
わ
っ
た

「
こ
ど
も
」
の
ま
つ
り
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▲たのしいね、工作 ▲干し柿づくりを体験

▲ふしぎなスライム作りにチャレンジ ▲大人気だった八郎潟町の大道芸

▲常時にぎわった保育園の縁日

「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
〜
こ
ど
も
ま
つ
り
」

が
十
月
二
十
七
日
、
町
民
体
育
館
で
実
施
さ
れ
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
約
六
百
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
空
で
し
た
が
、
寒

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
児
や
子
ど
も
を
連
れ
た
親

子
連
れ
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

�
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
だ

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
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童
話
を
読
ん
で
感
動
を

〜
第
十
一
回
高
橋
宏
幸
賞

童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル

絵
本
と
児
童
文
学
の
振
興
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
意
欲
の
高
揚
を
目
的

に
創
設
し
た
同
賞
も
今
年
十
一
回
を

迎
え
ま
す
。
童
話
を
読
ん
で
感
想
文
、

感
想
画
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
応
募
方
法
な
ど
は
教
育
委

員
会
「
高
橋
宏
幸
賞
コ
ン
ク
ー
ル
」

係
（
電
話
六
九
―
二
三
一
一
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
は
十
一
月
九
日

（
土
）、
表
彰
式
は
十
二
月
二
十
二
日

（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

〜
図
書
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

読
ん
で
見
た
か
っ
た
本
、
調
べ
た

い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

秋
田
県
で
は
県
立
図
書
館
の
図
書
資

料
を
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
無
料
で
す
。

借
り
て
み
た
い
方
は
公
民
館
図
書

担
当
ま
で
、
図
書
名
、
作
者
名
、
調

べ
て
み
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

該
当
の
本
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で

登
録
、
数
日
で
お
手
元
に
本
が
届
き

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
電
話
を
。

園
児
と
心
の
交
流
を

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

十
月
十
二
日
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
室
が
行
わ
れ
、永
慶
、

み
ど
り
両
保
育
園
を
会
場
に
二
十

四
人
の
サ
ー
ク
ル
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

最
初
の
自
己
紹
介
で
は
緊
張
し

て
い
た
会
員
た
ち
も
、
幼
い
園
児

た
ち
と
の
交
流
を
重
ね
る
う
ち
、

次
第
に
緊
張
感
も
解
け
リ
ラ
ッ
ク

ス
。
終
了
間
近
の
給
食
時
間
で
は

積
極
的
に
食
事
の
世
話
を
し
て
い

ま
し
た
。

▲園児と交流するサークル会員

身
近
な
危
険
防
止
を
確
認

〜
こ
と
ぶ
き
大
学

十
月
十
七
日
、
こ
と
ぶ
き
大
学
が

町
民
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
交
通
安
全
教
室
」
と
題

し
、
本
荘
警
察
署
交
通
指
導
係
長
の

斎
藤
四
喜
男
警
部
補
が
講
演
、ま
た
、

信
太
規
章
東
由
利
駐
在
所
長
の
「
悪

質
商
法
」
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
話
も
身
近
な
出
来
事
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
九
十
三
名
の
大

学
生
は
真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
は
、
子
ど
も
の

人
形
を
使
っ
た
実
演
も
あ
り
、
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

▲斎藤警部補による交通安全講演

▼
小
学
館
の
図
鑑
シ
リ
ー
ズ
（
植
物
・
動
物

・
昆
虫
・
恐
竜
）

▼
ス
ザ
ン
ヌ
の
日
記
／
Ｊ
・
パ
タ
ー

▼
忿
翁
／
古
井
由
吉

▼
日
本
の
歴
史
20
／
鈴
木
淳

▼
乱
舞
／
花
家
圭
太
郎

▼
明
治
人
の
力
量
／
佐
々
木
隆

▼
秋
田
魁
年
鑑
／
秋
田
魁
新
社

▼
政
党
政
治
と
天
皇
／
伊
藤
之
雄

▼
走
れ
た
い
よ
う
／
池
田
ま
き
子

▼
向
田
邦
子
の
恋
文
／
向
田
和
子

▼
世
界
美
術
館
の
旅
／
黒
川
雄
一

▼
非
道
行
ず
べ
か
ら
ず
／
松
井
今
朝
子

▼
じ
ー
さ
ん
武
勇
伝
／
竹
内
真

▼
ト
キ
オ
／
東
野
圭
吾

▼
コ
ン
ビ
ニ
ラ
ラ
バ
イ
／
池
永
陽

▼
パ
ー
ク
ラ
イ
フ
／
吉
田
修
一

10月�10月�

今
月
も
公
民
館
図
書
館
に
新
刊
本
が

入
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
ら
ら
ば
い
／
平
安
寿
子

▼
お
い
し
い
水
／
盛
田
隆
二

▼
キ
ャ
ベ
ツ
の
新
生
活
／
有
吉
玉
青

▼
西
日
の
町
／
湯
本
香
樹
実

▼
イ
ン
・
ザ
・
プ
ー
ル
／
奥
田
英
朗

▼
花
／
林
真
理
子

▼
「
と
き
め
き
世
代
」
の
生
き
が
い
探
し
／

高
見
澤
た
か
子

▼
お
ば
あ
さ
ん
に
な
る
な
ん
て
／
神
沢
利
子

▼
ま
る
ご
と
宮
部
み
ゆ
き
／
朝
日
新
聞
社
文
芸
編
集
部

▼
自
殺
の
コ
ス
ト
／
雨
宮
処
凛

▼
実
録
サ
ラ
金
ガ
イ
ド
／
大
久
保
権
八

▼
注
文
の
多
い
活
字
相
談
／
日
本
読
書
株
式
会
社

▼
帝
国
の
昭
和
／
有
馬
学

▼
コ
レ
デ
オ
シ
マ
イ
／
山
田
風
太
郎

▼
戦
中
派
焼
け
跡
日
記
／
山
田
風
太
郎

▼
水
の
恋
／
池
永
陽

バ
ラ
バ
ラ
な
家
族
の
20
年
間
の
物
語
。
20
年
後
に
再
会

し
て
一
家
は
大
団
円
。
こ
う
書
く
と
何
だ
か
思
い
切
り
泣
き

た
い
時
に
効
く
小
説
み
た
い
だ
が
、
全
然
違
う
。
悪
い
け
ど

私
は
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
泣

け
る
家
族
小
説
は
何
冊
か
読
ん
だ
が
、
声
を
出
し
て
笑
え
る

家
族
小
説
と
い
う
の
は
初
め
て
だ
。

専
業
主
婦
の
母
が
「
私
ね
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
か
ら
家
出
し

ま
す
か
ら
。」
と
、
実
に
気
軽
に
家
出
宣
言
を
す
る
と
こ
ろ

か
ら
こ
の
物
語
は
始
ま
る
。
多
分
普
通
な
ら
家
中
慌
て
る
も

の
な
ん
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
の
家
は
違
う
。
妻
の
衝
撃
の
発
言

を
聞
か
さ
れ
て
も
ケ
チ
で
臆
病
者
の
父
は
「
と
に
か
く
様
子

を
見
よ
う
。」
男
と
仕
事
を
取
っ
替
え
引
っ
換
え
の
姉
は

「
ま
あ
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
我
関
せ
ず
。
唯
一
、

立
身
出
世
を
人
生
の
テ
ー
マ
と
す
る
妹
だ
け
が
怒
っ
た
り
泣

い
た
り
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
明
日
か
ら
の
弁
当
を
作
る

人
が
い
な
い
と
か
、自
分
の
髪
を
誰
が
明
日
か
ら
結
う
の
か
、

と
い
う
自
己
都
合
に
よ
る
泣
き
わ
め
き
だ
。
ち
な
み
に
そ
れ

か
ら
20
年
間
、
こ
の
母
は
家
出
を
し
続
け
る
。
世
間
は
「
母

に
捨
て
ら
れ
た
哀
れ
な
父
娘
」
と
い
う
ふ
う
に
彼
ら
を
見
て

い
る
が
、
そ
ん
な
も
の
を
意
に
介
さ
ず
家
族
全
員
、
自
分
の

価
値
観
で
人
生
を
突
っ
走
る
。
何
よ
り
す
ご
い
の
は
全
員
が

全
員
、
人
の
影
響
を
全
く
受
け
な
い
で
生
き
て
い
る
事
だ
。

中
で
も
妹
の
驀
進
（
ば
く
し
ん
）
ぶ
り
は
す
ご
い
。
割
に

父
・
母
・
姉
が
力
の
抜
け
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
た
め
に

そ
の
姿
が
一
層
際
立
つ
。
貧
乏
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
猛
勉
強
し
、
名
門
校
に
進
学
。
そ
の
目
的
は
、
金

持
ち
の
エ
リ
ー
ト
と
結
婚
し
て
自
身
が
成
り
上
が
る
た
め

だ
。
実
際
こ
の
妹
は
強
い
信
念
と
根
性
で
金
持
ち
（
か
な
り

変
人
だ
が
）
を
つ
か
ま
え
て
結
婚
す
る
の
だ
か
ら
大
し
た
も

の
だ
。
し
か
も
、
結
婚
し
て
離
婚
し
て
再
婚
し
て
、
相
手
の

連
れ
子
が
い
る
の
に
子
供
を
産
ん
で
、
さ
ら
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
興
し
て
自
ら
営
業
で
走
り
回
る
。
ち
な
み
に
本
の
帯

に
は
、こ
の
家
族
の
立
ち
並
ぶ
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

妹
だ
け
が
か
な
り
離
れ
た
位
置
に
い
た
理
由
が
、
読
み
進
む

と
何
と
な
く
わ
か
る
。

物
語
の
終
盤
、
姉
が
最
新
の
彼
氏
（
す
ご
く
年
下
）
に
向

か
っ
て
言
う
セ
リ
フ
が
ま
た
い
い
。（
申
し
添
え
る
と
彼
の

前
に
姉
が
交
際
し
て
い
た
相
手
は
こ
の
彼
氏
の
父
親
。
姉
の

人
生
も
こ
れ
は
こ
れ
で
ま
た
突
き
抜
け
て
い
る
。）「
う
ち
も

み
ん
な
自
分
勝
手
よ
。
母
親
な
ん
か
、
20
年
前
か
ら
外
出
し

っ
ぱ
な
し
。
だ
け
ど
、
そ
の
せ
い
で
誰
か
が
不
幸
に
な
っ
た

な
ん
て
こ
と
、
な
か
っ
た
。
自
分
の
こ
と
で
忙
し
い
か
ら
家

族
の
こ
と
な
ん
か
構
っ
て
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
う

ま
く
や
っ
て
ね
、
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。
だ
け

ど
、
ど
こ
の
家
族
も
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
け
ど

な
あ
。
生
き
て
い
く
の
は
、
一
人
だ
も
の
。」

こ
れ
を
読
む
ま
で
は
以
前
こ
の
欄
で
取
り
上
げ
た
「
流
星

ワ
ゴ
ン
」（
重
松
清
著
）
が
、
今
年
の
家
族
小
説
ベ
ス
ト
１

だ
と
私
は
思
っ
て
い
た
。
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
家
族
を
父
親

が
ま
と
め
直
す
、
泣
き
に
泣
け
る
小
説
だ
。
し
か
し
、「
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
て
家
族
だ
よ
。
思
う
通
り
に
生
き
れ
ば
い
い
。」

と
い
う
、
こ
の
本
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
共
鳴
し
て
し

ま
う
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
ま
だ
年
の
瀬
に
は
早
い
が
、
文
句

な
し
で
今
年
の
家
族
小
説
ベ
ス
ト
１
だ
と
私
は
思
う
。
読
む

と
、
本
当
に
ス
ッ
キ
リ
す
る
よ
。（
ひ
）

「
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
ら
ら
ば
い
」

平
　
安
寿
子
著
／
講
談
社

こ
の
ま
つ
り
は
遊
び
を
通
じ
て
親

子
、
友
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
児
童
会
館
、

町
教
育
文
化
課
が
主
催
し
、
保
育
園
連

絡
協
議
会
を
は
じ
め
、
町
内
各
団
体
が

運
営
を
担
当
し
た
こ
ど
も
の
た
め
の
ま

つ
り
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
東
由
利
中
学
校
吹

奏
楽
部
演
奏
か
ら
は
じ
ま
っ
た
わ
ん
ぱ

く
フ
ェ
ス
タ
。
全
部
で
三
つ
の
コ
ー
ナ

ー
に
分
か
れ
て
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
つ
目
の
「
懐
か
し
コ
ー
ナ
ー
」
は

保
育
園
の
縁
日
、
下
郷
分
校
生
徒
の
も

ち
つ
き
、
ド
ン
体
験
、
八
郎
潟
町
の
大

道
芸
、
町
生
涯
学
習
奨
励
員
の
紙
芝
居
、

干
し
柿
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
。

二
つ
目
の
「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」
は

児
童
会
館
の
大
型
遊
具
、
町
職
員
の
ス

ラ
イ
ム
作
り
、
保
育
園
に
よ
る
え
か
き
、

ま
ま
ご
と
、
消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
見
学

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
の
読
み
聞

か
せ
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
子

育
て
相
談
が
行
わ
れ
た
「
こ
そ
だ
て
コ

ー
ナ
ー
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

会
場
は
こ
の
秋
一
番
の
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
す
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

約
二
時
間
半
の
ま
つ
り
を
終
え
、
会
場

を
後
に
す
る
こ
ど
も
た
ち
は
ど
の
顔
も

満
足
げ
で
し
た
。

町
生
涯
学
習
作
品
展
が
十
月
二
十

六
日
か
ら
二
十
七
日
に
有
鄰
館
集
会

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
町
芸
術
文
化
協
会

所
属
団
体
を
は
じ
め
、
文
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
個
人
、団
体
が
日
頃
の
学

習
成
果
を
公
開
す
る
作
品
展
で
す
。

小
松
音
楽
四
兄
弟
の
音
楽
が
流
れ

る
中
、
会
場
に
は
陶
芸
、
写
真
、
ち

ぎ
り
絵
、
俳
句
、
書
道
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
力
作
が
多

数
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
目

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

▲会場には力作が多数集まった

町
芸
術
作
品
が
一
堂
に
〜
町
生
涯
学
習
作
品
展

盛
況
に
終
わ
っ
た

「
こ
ど
も
」
の
ま
つ
り
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▲たのしいね、工作 ▲干し柿づくりを体験

▲ふしぎなスライム作りにチャレンジ ▲大人気だった八郎潟町の大道芸

▲常時にぎわった保育園の縁日

「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
〜
こ
ど
も
ま
つ
り
」

が
十
月
二
十
七
日
、
町
民
体
育
館
で
実
施
さ
れ
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
約
六
百
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
空
で
し
た
が
、
寒

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
児
や
子
ど
も
を
連
れ
た
親

子
連
れ
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

�
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
だ

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
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嶽　石　嘉　実さん（五海保・21歳）

―職業は
大工です。

―趣味は
酒のみとパチンコ。

―性格は
おおらかな性格だと思います。

―目標（夢）は
沖縄に住みたい。

―理想のタイプは
優しい人。

―家族に一言
いつも迷惑ばかりかけてすみません。これからも
よろしく。

名前の由来は？

「個性的でいつも周りに人が集まってくる子になるように

と願い、『唯都』と付けました」

性格は？

「好奇心旺盛で、明るく元気です」

最近のエピソードは？

「保育園に行くとトイレに一直線。すごい速さでダッシュ

して行きます」

お父さんとお母さんから唯都くんへひとこと

「何事にも努力する子になってネ」

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～3歳児健診から～

畑山　　葵
あおい

ちゃん
五海保（伸行さん）

高橋　一颯
いっさ
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矢
や
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畠山　穂
ほ

高
だか
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エ
ン
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新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

落
ち
ん
と
す
秋
陽
に
滾
る
日
本
海
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

手
際
良
き
亡
き
父
思
い
障
子
貼
る
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

荒
縄
に
腰
を
括
ら
れ
畦
案
山
子
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

現
役
を
退
き
て
も
稲
穂
つ
か
み
見
る
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

二
度
三
度
刻
を
た
し
か
む
長
き
夜
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

抱
き
お
こ
す
萩
に
肩
ま
で
ぬ
れ
に
け
り
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

萩
の
風
謎
を
秘
め
た
る
砦
跡
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

牛
飼
い
の
男
は
黙
と
稲
架
を
結
う
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

妻
が
目
を
疑
う
山
の
七
竈
　
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

満
月
に
一
片
の
雲
よ
ぎ
り
け
り
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

半
ご
ろ
し

む
か
し
む
か
し
、
羽
黒
山
信
仰
の
さ

か
ん
な
こ
ろ
の
こ
と
、
村
々
で
は
羽
黒

山
講
中
が
あ
っ
て
、
毎
年
村
の
人
た
ち

が
代
わ
り
が
わ
り
お
参
り
に
行
く
な
ら

わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
年
も
皆
に
代
わ
っ
て
肝
煎い

り

（
世
話
役
）の
善
吉
さ
ん
が
出
羽
三
山
の

羽
黒
山
参
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
善
吉

さ
ん
は
村
か
ら
長
い
旅
を
重
ね
て
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
山
の
中
で
日
が
暮
れ

て
し
ま
い
、
泊と

ま
る
家
も
見
つ
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
、
遠
く
の
方
に
小
さ
な

灯
り
が
見
え
ま
す
。
そ
の
灯
り
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、よ
う
や
く
古
ぼ
け
た
一

軒
家や

を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
家
で
は
、
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が

い
ろ
り
の
側
で
藁
仕
事
を
し
て
お
り
、

「
こ
ん
な
あ
ば
ら
屋
で
よ
か
っ
た
ら
ど

う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
快
く
善
吉
さ
ん
を
迎

え
、
温
か
い
お
粥
を
す
す
め
て
く
れ
る

の
で
し
た
。

親
切
な
二
人
の
も
て
な
し
を
受
け
、

旅
の
疲
れ
か
ら
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
善
吉

さ
ん
で
す
が
、
な
に
や
ら
隣
の
部
屋
か

ら
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
の
ひ
そ
ひ
そ
話
が

聞
こ
え
ま
す
。「
久
し
ぶ
り
の
旅
の
お

客
さ
ん
だ
。
半
ご
ろ
し
に
し
よ
う
か
婆

さ
ま
や
」「
爺
さ
ま
や
、半
ご
ろ
し
も
い

い
が
手
う
ち
の
方
が
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

こ
れ
を
聞
い
た
善
吉
さ
ん
、
真
っ
青

に
な
り
、「
な
に
な
に
、
半
殺
し
に
手て

討う

ち
。こ
り
ゃ
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」

と
小こ

刻
み
に
体
が
震
え
て
く
る
の
で
し

た
。「
あ
の
優
し
い
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま

は
、
き
っ
と
山
賊
か
鬼
に
違
い
な
い
。

な
ん
と
か
逃
げ
出
さ
な
け
れ
ば
」
と
旅

支じ

度
を
し
、
布
団
の
中
で
じ
っ
と
様
子

を
う
か
が
い
な
が
ら
夜
明
け
を
待
つ
こ

と
に
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
朝
を
迎
え
、
裏
口
か
ら
そ

っ
と
外
に
出
よ
う
と
す
る
と
、
も
う
二

人
は
起
き
出
し
た
と
見
え
て
台
所
の
方

で
な
に
や
ら
音
が
し
ま
す
。
善
吉
さ
ん

は
「
き
っ
と
出で

刃ば

包
丁
で
も
研と

い
で

い
る
に
違
い
な
い
」
と
思
う
と
背せ

筋
が

凍
り
つ
く
思
い
で
す
。

善
吉
さ
ん
の
旅
支
度
を
見
た
爺
さ
ま

は
、「
あ
れ
っ
、
お

客
さ
ん
も
う
お
立
ち

で
す
か
。
せ
っ
か
く

久
し
ぶ
り
に
半
ご
ろ

し
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
が
な
ぁ
」
と

い
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
善
吉
さ
ん

は
「
い
よ
い
よ
半
殺

し
に
さ
れ
る
の
か
」

と
思
う
と
、
声
も
涙

も
出
ま
せ
ん
。

す
る
と
、
台
所
の

方
で
婆
さ
ま
が
、「
爺

さ
ま
や
、
半
ご
ろ
し
は
も
う
す
ぐ
で
き

る
よ
」
と
い
っ
て
す
り
鉢
で
何
か
を
す

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
何
に
も
な

い
け
ど
こ
の
半
ご
ろ
し
を
食
べ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
っ
て
何
か
を
差
し
出
す
の

で
し
た
。
善
吉
さ
ん
が
お
そ
る
お
そ
る

の
ぞ
き
込
む
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
お
い

し
そ
う
な
「
ぼ
た
餅
」
で
し
た
。

あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
善
吉
さ
ん
が
手

討
ち
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、「
あ
あ
、

そ
れ
は
家
で
作
っ
た
手
う
ち
そ
ば

．
．
．
．
．

の
こ

と
、
つ
い
で
本
ご
ろ
し

．
．
．
．

と
言
え
ば
餅
の

こ
と
を
言
う
ん
で
の
」

善
吉
さ
ん
は
昨
夜
の
寝ね

不ぶ

足
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
に
爺
さ
ま
と
大
笑
い
し
な

が
ら
羽
黒
山
に
旅
立
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

（
舘
合
新
田
・
故
長
谷
山
長
四
郎
氏
の

語
り
に
よ
り
再
話
）

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
五
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小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

抱
き
お
こ
す
萩
に
肩
ま
で
ぬ
れ
に
け
り
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

萩
の
風
謎
を
秘
め
た
る
砦
跡
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

牛
飼
い
の
男
は
黙
と
稲
架
を
結
う
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

妻
が
目
を
疑
う
山
の
七
竈
　
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

満
月
に
一
片
の
雲
よ
ぎ
り
け
り
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

半
ご
ろ
し

む
か
し
む
か
し
、
羽
黒
山
信
仰
の
さ

か
ん
な
こ
ろ
の
こ
と
、
村
々
で
は
羽
黒

山
講
中
が
あ
っ
て
、
毎
年
村
の
人
た
ち

が
代
わ
り
が
わ
り
お
参
り
に
行
く
な
ら

わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
年
も
皆
に
代
わ
っ
て
肝
煎い

り

（
世
話
役
）の
善
吉
さ
ん
が
出
羽
三
山
の

羽
黒
山
参
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
善
吉

さ
ん
は
村
か
ら
長
い
旅
を
重
ね
て
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
山
の
中
で
日
が
暮
れ

て
し
ま
い
、
泊と

ま
る
家
も
見
つ
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
、
遠
く
の
方
に
小
さ
な

灯
り
が
見
え
ま
す
。
そ
の
灯
り
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、よ
う
や
く
古
ぼ
け
た
一

軒
家や

を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
家
で
は
、
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が

い
ろ
り
の
側
で
藁
仕
事
を
し
て
お
り
、

「
こ
ん
な
あ
ば
ら
屋
で
よ
か
っ
た
ら
ど

う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
快
く
善
吉
さ
ん
を
迎

え
、
温
か
い
お
粥
を
す
す
め
て
く
れ
る

の
で
し
た
。

親
切
な
二
人
の
も
て
な
し
を
受
け
、

旅
の
疲
れ
か
ら
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
善
吉

さ
ん
で
す
が
、
な
に
や
ら
隣
の
部
屋
か

ら
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
の
ひ
そ
ひ
そ
話
が

聞
こ
え
ま
す
。「
久
し
ぶ
り
の
旅
の
お

客
さ
ん
だ
。
半
ご
ろ
し
に
し
よ
う
か
婆

さ
ま
や
」「
爺
さ
ま
や
、半
ご
ろ
し
も
い

い
が
手
う
ち
の
方
が
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

こ
れ
を
聞
い
た
善
吉
さ
ん
、
真
っ
青

に
な
り
、「
な
に
な
に
、
半
殺
し
に
手て

討う

ち
。こ
り
ゃ
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」

と
小こ

刻
み
に
体
が
震
え
て
く
る
の
で
し

た
。「
あ
の
優
し
い
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま

は
、
き
っ
と
山
賊
か
鬼
に
違
い
な
い
。

な
ん
と
か
逃
げ
出
さ
な
け
れ
ば
」
と
旅

支じ

度
を
し
、
布
団
の
中
で
じ
っ
と
様
子

を
う
か
が
い
な
が
ら
夜
明
け
を
待
つ
こ

と
に
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
朝
を
迎
え
、
裏
口
か
ら
そ

っ
と
外
に
出
よ
う
と
す
る
と
、
も
う
二

人
は
起
き
出
し
た
と
見
え
て
台
所
の
方

で
な
に
や
ら
音
が
し
ま
す
。
善
吉
さ
ん

は
「
き
っ
と
出で

刃ば

包
丁
で
も
研と

い
で

い
る
に
違
い
な
い
」
と
思
う
と
背せ

筋
が

凍
り
つ
く
思
い
で
す
。

善
吉
さ
ん
の
旅
支
度
を
見
た
爺
さ
ま

は
、「
あ
れ
っ
、
お

客
さ
ん
も
う
お
立
ち

で
す
か
。
せ
っ
か
く

久
し
ぶ
り
に
半
ご
ろ

し
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
が
な
ぁ
」
と

い
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
善
吉
さ
ん

は
「
い
よ
い
よ
半
殺

し
に
さ
れ
る
の
か
」

と
思
う
と
、
声
も
涙

も
出
ま
せ
ん
。

す
る
と
、
台
所
の

方
で
婆
さ
ま
が
、「
爺

さ
ま
や
、
半
ご
ろ
し
は
も
う
す
ぐ
で
き

る
よ
」
と
い
っ
て
す
り
鉢
で
何
か
を
す

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
何
に
も
な

い
け
ど
こ
の
半
ご
ろ
し
を
食
べ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
っ
て
何
か
を
差
し
出
す
の

で
し
た
。
善
吉
さ
ん
が
お
そ
る
お
そ
る

の
ぞ
き
込
む
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
お
い

し
そ
う
な
「
ぼ
た
餅
」
で
し
た
。

あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
善
吉
さ
ん
が
手

討
ち
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、「
あ
あ
、

そ
れ
は
家
で
作
っ
た
手
う
ち
そ
ば

．
．
．
．
．

の
こ

と
、
つ
い
で
本
ご
ろ
し

．
．
．
．

と
言
え
ば
餅
の

こ
と
を
言
う
ん
で
の
」

善
吉
さ
ん
は
昨
夜
の
寝ね

不ぶ

足
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
に
爺
さ
ま
と
大
笑
い
し
な

が
ら
羽
黒
山
に
旅
立
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

（
舘
合
新
田
・
故
長
谷
山
長
四
郎
氏
の

語
り
に
よ
り
再
話
）

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
五
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14.11.1 広報ひがしゆり　16

日
本
全
土
の
浅
い
沼
、
流
れ
の
ゆ
る
い
堰
、
湿
地
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
、
草
質
は
比
較
的
柔
ら
か
で
す
。
地
下
に
走
出
枝
を

出
し
、
小
さ
な
球
茎
を
つ
け

ま
す
。
茎
の
高
さ
は
20
〜
80

�
、
葉
は
根
生
す
る
矢
尻
形

で
、
長
さ
は
10
〜
20
�
く
ら

い
、
裏
面
の
葉
脈
は
隆
起
し

ま
す
。
８
月
こ
ろ
、
高
さ
20

〜
80
�
の
直
立
す
る
花
茎
を

出
し
、
花
弁
３
個
の
円
形
の

白
色
花
を
輪
生
さ
せ
ま
す
。

花
は
上
部
に
雄
花
、
下
部
に

雌
花
が
つ
き
ま
す
。
和
名
は

「
面
高
」
で
、
葉
の
形
が
人

面
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
で

つ
い
た
と
い
い
ま
す
が
、
こ

ん
な
顔
の
人
は
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

1� 成分献血（役場前）
2� 下郷分校閉校記念式典
3� 文化の日

大火防止訓練
紅葉まつり新そばフェア
紅葉カップパークゴルフ大会

4� 振替休日
5� 予防接種（個人・三混）
6� 機能訓練教室
7� 浅利香津代舞台公演

「霜月の宴」（町民体育館）
9� 連合PTA研究集会（有鄰館）
12� 乳幼児健診

食生活改善講習会
14� 予防接種（個別・日本脳炎）
15� 八塩小学校創立20周年記念

式典
19� 予防接種（個別・麻疹）

ことぶき大学
20� 新庁舎・合同竣工式

町功労者表彰式
21� 機能訓練教室
23� 勤労感謝の日

在京宿小・大琴小会
26�　フレッシュ教室
30� フランス鴨ワインパーティ

（有鄰館）
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NO.213

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
重
一
さ
ん
（
鳥
海
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
野
馨
さ
ん（
島
）、
高
橋
強
さ
ん（
須
郷
）、

煙
山
ヒ
ロ
子
さ
ん
・
高
橋
茂
子
さ
ん
（
千

畑
町
民
話
の
会
）、
本
荘
東
由
利
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

今月はスポーツの秋ということでスポーツについて一
言。「swim to smile！ 泳いだ先には笑顔がある」。これは
水泳の長崎宏子さんがモットーとする言葉です。選手時代、
周囲に期待され、試合に勝つために泳いでいた長崎さんは、
「swim to smile」の大切さに気づき、改めて泳ぐことの楽
しさを知ったとのこと。昔から運動が苦手で、スポーツな
んか辛くて苦しいものと決めつけていた私は、この話を聞
いてなんだかとても嬉しくなりました。大切なのは人のた
めでも勝ち負けでもなく、自分なりに納得して心の底から
スポーツを楽しめること。スポーツに限らず、仕事でも勉
強でもこの気持ちがあれば人生がもっと充実したものにな
るのかもしれません。（菅）

「家の裏の畑に行ったら、こんな珍しいナスが

なっていたのです」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
届
出
）

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

９
／28
嶽
石
　
　
斉
さ
ん
（
48
）
勝
　
哉
･
子
・
五
海
保

10
／６
高
橋
ハ
ツ
ミ
さ
ん
（
81
）

･
母
・
蔵（
東
光
苑
）

10
／17
鈴
木
　
　
實
さ
ん
（
75
）
キ
　
エ
･
夫
・
袖
　
山

読者からの投稿
投稿者　大琴　佐々木　文　子さん

勤労感謝の日（11月23日）


